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1. 業務実施期間： 2020 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 
 
 

2. 実施業務項目 

(1) 外務省及び国内外の関係機関との事業実施にかかる連絡調整、情報共有 

 
 

(2)  オンラインプログラムの企画・運営 ※ 一部オンラインプログラムは APFC （ Asia Pacific 

Foundation of Canada）主催で実施された。 

‐オンラインプログラムの企画 

‐バーチャルツアー、オンライン講義、オンライン学校交流等オンラインプログラムに係る手配、関

係者との連絡調整 

‐参加者の募集、とりまとめ 

‐Zoom Link の発行 参加者への送付 

‐関係者とのリハーサル 

‐個別の案件実施に係るプレスリリースの発出 

‐オンラインプログラム当日のプログラム運営（プログラム進行統括、Zoom 操作、時間管理、出欠

確認、司会進行、ファシリテーション等） 

‐通訳の手配 

‐講師との連絡調整（依頼状発出、謝金支払い等） 

‐アンケートの実施、とりまとめ 

‐報告書の作成 

‐オンラインプログラムに関する広報・フォローアップ管理業務 等 
 

 
(3) 上記諸手配に係る経費の支払い 

 

 
(4) 業務完了報告書・会計報告書の作成、提出 

 

 

1. 概要 

 

対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」は、将来を担う人材を米国・カナダとの

間で招へい・派遣し、政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政策等に関する対日理解の促進を図る

とともに、親日派・知日派を発掘し、また日本の外交姿勢や魅力について被招へい者・被派遣者自ら

に積極的に発信してもらうことで対外発信力を強化し、我が国の外交基盤を拡充することを目的とし

ている。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、国境を越えた人の往来に制限がある中、当センタ 

Ⅰ 実施業務概要 

Ⅱ 業務実施状況 
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ーは、実際の招へい・派遣プログラムに代わるオンラインプログラムにおいて、プログラム目的にあ

った参加者の募集・選考、プログラムの企画・運営を担当し、オンラインでの講義、視察・意見交換、

文化体験、学校交流等を通して、日本の魅力をカナダの参加者へ紹介し、日加両国の相互理解、関係

構築を推進すべく業務を実施した。 

なお、別途提出済の状況進捗表の人数と、この最終報告書に記載の総計人数とは一致しない。（状況

進捗表では、カケハシ同窓生がプレプログラムにも参加した場合、ダブルカウントしている。） 

 
（1） 招へいプログラム（オンラインプレ招へい） 

カナダの高校生、大学生、大学院生、社会人 157 名に対し、オンラインによるプレ招へいを行っ 

た。2020 年度（令和 2 年度）予算によるオンラインプレ招へいプログラムの実施時期は 2021 年 

6 月～2022 年 3 月。 
 

タイトル 対象 カナダ人数 実施日 学校名／団体名 

1. カナダ高校生招へい 

（モスクロップ中等教育

学校）① 

高校生 25 名 2021/06/08 モスクロップ中等教育学校 

2. カナダ高校生招へい 

（モスクロップ中等教育

学校）② 

高校生 25 名 2021/06/11 モスクロップ中等教育学校 

3. ジャパンボウル招へい 

（白馬高校） 

高校生

大学生 

12 名 2021/07/06  

4. 若手リーダー招へい 社会人 18 名 2021/09/16  

5. 日本語弁論大会成績優

秀者招へい（神奈川大学） 

大学生 

大学院生 

19 名 2021/09/17  

6. 大学生招へい（オタワ

大学、トロント大学）（東北 

大学、神田外語大学） 

大学生 16 名 2021/09/23 オタワ大学、トロント大学 

7. 大学生招へい（アルバ

ータ大学）（名城大学） 

大学生 16 名 2021/09/25 アルバータ大学 
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8. カナダ高校生招へい 

（モスクロップ中等教育

学校）③ 

高校 24 名 2022/03/09 モスクロップ中等教育学校 

9. 日本語弁論大会成績優

秀者招へい（神奈川大学） 

大学生 

大学院生 

2 名 2022/03/15  

 総計 157 名   

 

（2） 派遣プログラム（オンラインプレ派遣） 

日本の大学生 33 名に対し、オンラインによるプレ派遣プログラムを行った。2020 年度（令和 2 

年度）予算によるオンラインプレ派遣プログラムの実施時期は 2021 年 9 月。 
 

タイトル 対象 日本人数 実施日 学校名/団体名 

1．大学生派遣（オタワ大

学、トロント大学）（東北大 

学、神田外語大学） 

大学生

日本 

33 名 2021/09/23 東北大学、神田外語大学 

 総計 33 名   

 

（3） フォローアッププログラム（オンライン FU） 

カナダ・日本の高校生、大学生、大学院生、社会人 124 名に対し、オンラインによるフォローア

ッププログラムを行った。2020 年度（令和 2 年度）予算によるオンラインフォローアッププロ

グラムの実施時期は 2020 年 11 月～2021 年 6 月。 
 

タイトル 対象 人数 実施日 学校名／団体名 

1. カケハシ・プロジェク

ト同窓会「コロナ時代の国 

際交流」第 1 回 

高校生

大学生 

28 名(カナ 

ダ 4 名、日 

本 24 名） 

2020/11/08  

2. カケハシ・プロジェク

ト同窓会「コロナ時代の国 

際交流」第 2 回 

高校生

大学生 

17 名（カナ 

ダ 4 名、日 

本 13 名） 

2020/12/06  

3. 日米加同窓会 高校生 

大学生 

大学院生 

社会人 

40 名（カナ 

ダ 26 名、日 

本 14 名） 

2021/01/15  

4.（APFC 主催）カナダ同窓

会 

大学生 

大学院生

社会人 

32 名（カナ 

ダ 28 名、日 

本 4 名） 

2021/05/13  
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5. 同窓生主催 同窓会（ホ

ームタウンバーチャルツア

ー） 

大学生

社会人 

7 名（カナ 

ダ 3 名、日 

本 4 名） 

2021/06/05  

 総計 124 名（カ 

ナダ 65 名、 

日本 59 名） 

  

 

2. プログラム内容 

（1） 招へいプログラム（オンラインプレ招へい） 

オンラインプレ招へいプログラムでは、2020 年 11 月に実施した全カケハシ同窓生対象の同窓会

プログラムに始まり、様々なプログラムを実施した。若手リーダー招へいプログラムでは、カケ

ハシ同窓生から、カケハシ・プロジェクトでの体験と帰国後の活動についての報告のあと、小グ

ループに分かれて意見交換を行った。大学生、高校生の学校交流プログラムでも、同世代の若者

が学校紹介やコロナ禍の学校生活への影響、オリンピック開催、環境問題等の議論を通じて友好

を深めた。そのほかにも、日本語弁論大会成績優秀者プログラムでのオンライン交流などを実施

した。いずれも、参加者の満足のいくように、インタラクティブな内容で実施した。 

 
（2） 派遣プログラム（オンラインプレ派遣） 

オンラインプレ派遣プログラムでは、カナダへ派遣される予定であった、東北大学、神田外語大

学が、2021 年 9 月に、オタワ大学、トロント大学の学生と、気候変動や SDGs 等の地球規模の課

題解決をテーマにオンライン交流を行い、友好を深めた。 

 
（3） フォローアッププログラム（オンライン FU） 

フォローアップ（FU）プログラムについては、カケハシ同窓会実行委員会が主体的に企画運営し

たオンラインプログラムを 2 回実施した。また、ホームタウンバーチャルツアーなどオンラインプ

ログラムを実施し好評を博した。 

 
3. 参加者アンケート結果 

 

(1) 招へいプログラム（オンラインプレ招へい、） 

オンラインプログラム実施後にプログラムに関するアンケートを実施した。結果カナダの参加者 

（学生/社会人を含む）のうち、86 の回答があった。 
 

【学校交流後アンケート】 

1.オンライン交流に関する意見 

（１） コロナ禍下で渡航ができない中、オンラインで日本人や他の参加者と交流する機会は有効だと考

えますか。 
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 人数 
 

 

ア. はい 74 

イ. いいえ 9 

ウ. どちらでもない 3 

合計 86 
 

 

【プレ・プログラムについて】 

（２）今回のプレ・プログラムへの満足度を評価してください。 
 

 

（３）プログラム内容は日本へ訪問する前の事前学習として役に立ちましたか? 
 

 

 人数 

ア. 満足 58 

イ. ほぼ満足 18 

ウ. 普通 7 

エ. やや不満 3 

オ. 不満 0 

合計 86 

 人数 

ア. 満足 54 

イ. ほぼ満足 17 

ウ. 普通 15 

エ. やや不満 0 

オ. 不満 0 

合計 86 
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（４）プレ・プログラムに参加後、訪日への期待は高まりましたか。 
 

 

（５）今回のプレ・プログラムで強く印象に残った内容は何ですか。（当てはまるものすべてに回答

してください） 
 

 人数 

ア. オリエンテーション 33 

イ. 日本と自分の国・地域についての講義・意見交換 47 

ウ. テーマ/専門分野についての講義・意見交換・オンライン視察 24 

エ. 訪問先地方の紹介・自治体表敬・オンライン訪問 15 

オ. 東京オリンピック・パラリンピック関連情報 7 

カ. 自然災害からの復興・防災対策 5 

キ. SNS の発信方法の練習 6 

ク. 日本人や他の参加者との意見交換・交流 63 

ケ. その他 4 

合計 204 

 人数 

ア. 満足 49 

イ. ほぼ満足 21 

ウ. 普通 16 

エ. やや不満 0 

オ. 不満 0 

合計 86 
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（６）現時点で、日本との関わりについて、関心があるものは何ですか。（複数選択可） 
 

 人数 

ア. 日本語・日本文化の学習 65 

イ. 日本への留学 30 

ウ. 日本企業への就職 20 

エ. 研究者として日本について専攻 3 

オ. プレ・プログラムや今後参加予定の訪問先で出会った人との繋がりを 

維持・強化 
53 

カ. 自国との政治的・社交的繋がりの強化に関する活動への参加 41 

キ. 自国との経済・ビジネス関係の強化に関する活動への参加 22 

ク. 活発な文化、学術、科学、スポーツ等の交流の推進に関する活動への 

参加 
55 

ケ. 防災・災害対策の協力の推進に関する活動への参加 14 

コ. その他 5 

合計 308 

 
 

（７）現時点で、将来、日本との関係を個人的にどのように発展させたいと考えていますか。（複数選択

可） 
 

 人数 

ア. プレ・プログラムや訪問予定地で出会った人との繋がりを維持・強化 70 

イ. 自国との政治的・社校的繋がりの強化に関する活動への参加 47 

ウ. 自国との経済・ビジネス関係の強化に関する活動への参加 22 

エ. 活発な文化、学術、科学、スポーツ等の交流の推進に関する活動への 

参加 
62 

オ. 防災・災害対策の協力の推進に関する活動への参加 22 
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カ. その他 2 

合計 225 
 

 

（８） 日本の何に関心を持ち、発信しましたか。（複数選択可） 
 

 人数 

ア. 社会（言語、国民性、マナー）について 25 

イ. 歴史・文化について 12 

ウ. スポーツについて 9 

エ. 政治・外交関係（国際貢献・安全保障等）について 4 

オ. 経済・貿易（先端技術、産業、商品・サービス等）について 4 

カ. プレ・プログラム訪問の感想・訪日時の展望 23 

キ. 東京オリンピック、パラリンピック関連情報 6 

ク. 自然災害からの復興、防災対策 0 

ケ. その他 12 

合計 95 
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（2）派遣プログラム（オンラインプレ派遣、） 

オンラインプログラム実施後にプログラムに関するアンケートを実施した。結果日本の参加者 

（大学生）のうち、11 の回答があった。 
 

【学校交流後アンケート】 

1.オンライン交流に関する意見 

（１） コロナ禍下で渡航ができない中、オンラインで海外の人と交流する機会は有効だと考えますか。 
 

 

 人数 

 

ア. はい 11 

イ. いいえ 0 

ウ. どちらでもない 0 

合計 11 
 

 

【プレ・プログラムについて】 

（２）プログラム内容は満足のいく内容でしたか。 
 

 

 
（３）プログラム内容は訪問予定地へ渡航する前の事前学習として役に立ちましたか。 

 

 人数 

ア. 満足 6 

イ. ほぼ満足 4 

ウ. 普通 1 

エ. やや不満 0 

オ. 不満 0 

合計 11 
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（４）訪問予定地での日本の活動（国際貢献）やプレゼンスに対する理解が深まりましたか。 
 

 

 人数 

 

ア. はい 8 

イ. いいえ 2 

ウ. どちらでもない 1 

合計 11 
 

 
（５）今回のプレ・プログラムで強く印象に残った内容は何ですか。（当てはまるものすべてに回答

してください） 
 

 人数 

ア. オリエンテーション 3 

イ. 訪問予定地と日本の関係についての講義・意見交換 5 

ウ. 訪問予定地の歴史・文化についての講義・意見交換 3 

エ. 訪問予定地の社会・生活習慣についての講義・意見交換 4 

オ. 日本企業（ＯＤＡ等）の活躍についての講義・意見交換 0 

カ. 日本の産品・商品・サービスの優位性についての講義・意見 
交換 

0 

キ. SNS の発信方法の練習 0 

ク. 日本の外交面での取組み（ODA・安全保障等） 3 

ケ. 訪問予定地の人達との意見交換・交流 5 

 人数 

ア. 満足 4 

イ. ほぼ満足 4 

ウ. 普通 3 

エ. やや不満 0 

オ. 不満 0 

合計 11 
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コ. その他 0 

合計 23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）現時点で、今後、訪問地との関わりについて、どのように発展させていきたいと考えていますか。 (複数

回答可) 
 

 人数 

ア. プレ・プログラムや今後参加予定の訪問先で出会った人との 
繋がりを維持・強化 

11 

イ. 政治的・社交的繋がりの強化に関する活動への参加 4 

ウ. 経済・ビジネス関係の強化に関する活動への参加 2 

エ. 文化、学術、科学、スポーツ等の交流の推進に関する活動へ 
の参加 

5 

オ. 防災・災害対策の協力の推進に関する活動への参加 1 

カ. その他 0 

合計 23 

 

 
（７） 英語または訪問地の言語で発信した内容は何ですか。（複数選択可） 
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 人数 

ア. 社会（言語、国民性、マナー）について 4 

イ. 歴史・文化について 1 

ウ. スポーツについて 0 

エ. 政治・外交関係（国際貢献・安全保障等）について 3 

オ. 経済・貿易（先端技術、産業、商品・サービス等）について 1 

カ. プレ・プログラム訪問の感想・訪日時の展望 1 

キ. 東京オリンピック、パラリンピック関連情報 1 

ク. 自然災害からの復興、防災対策 0 

ケ. その他 1 

合計 12 
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4. 広報・フォローアップ業務 
 

JICE 国際交流フェイスブックページにおいて、関連記事を掲載した。 
 

 

 
 

招へいプログラム実施報告（フェイスブック） 

 

 
 

招へいプログラム実施報告（フェイスブック） 

 

 
 

FU プログラム実施報告（フェイスブック） 

 

活躍する同窓生報告（フェイスブック） 
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活躍する同窓生報告（フェイスブック） 

 

 
 
 

 
 

活躍する同窓生の報道記事紹介（フェイスブック） 

 

以上 

別紙 1：報道記事 

別紙 2：参加者による帰国後の発信好事例 
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オンラインプログラム 
 
 

1. 高校生招へい 日付 2021/6/30 

媒体 札幌開成中等教育学校便り 

タイトル カナダ・モスクロップ高校との zoom 交流！「楽しかった！」 

URL https://www23.sapporo-c.ed.jp/sapporo- 

kaisei/index.cfm/12,4163,c,html/4163/20210630-175129.pdf 
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2. ジャパンボウル招へい 日付 2021/7/7 

媒体 大糸タイムズ 

タイトル オンラインで国際交流 

白馬高北米の「日本通」高校生と 
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3. カナダ 大学生招へい（オタワ大学、トロント大学）（東 

北大学・神田外国語大学） 

日付 2021/9/28 

媒体 東北大学 HP 

タイトル 【報告】対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト（カナダ）」 

オンライン交流会に本学学生が参加しました 

URL https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/activity_report_2021/ 
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4. 0929 大学生招へい（アルバータ大学）（名城大学） 日付 2021/10/4 

媒体 名城大学 HP 

タイトル 外務省・対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」で外国語 

学部生とカナダの大学生がオンラインで交流 

URL https://www.meijo-u.ac.jp/news/detail_26603.html 
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5. 高校生招へい 日付 2022/3/11 

媒体 宮崎日日新聞 

タイトル 宮崎学園高生とカナダの生徒英語でオンライン交流 

URL  
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6. 日本語弁論大会成績優秀者招へい（神奈川大学） 

日本語学習者招へい（神奈川大学） 

日付 2022/3/28 

媒体 神奈川大学 HP 

タイトル 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」オンライン交流会 

を実施しました 

URL https://www.kanagawa-u.ac.jp/international/news/details_23263.html 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

令和2年度対日理解促進交流プログラム 

「カケハシ・プロジェクト」（カナダ） 
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別紙 2. 参加者による発信好事例 

 

 

 

 

 

 
業務実施期間 令和 2 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

 

令和 4 年 5 月 31 日 

一般財団法人  日本国際協力センター 
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1. カナダ高校生招へい（モスクロップ中等教育学校） 日付 2021/6/15 

タイトル 学校交流についての発信(Facebook) 

 

 

 

 

2021 年 6 月 15 日 

学校交流についての発信(Facebook) 
 
 

先週、北海道の市立札幌開成中等教育学校とブリティッシュ・コロンビア州バーナビーのモス

クロップ中等教育学校の 47 名の生徒が、カケハシ・プロジェクトのオンライン交流を 2回

行い、交流を深めました。生徒たちは、男女平等、パンデミックの日常生活への影響、文化

的な誤解、ソーシャルメディアが 10 代の若者に与える影響など、様々なトピックについて

話し合いました。参加して下さった皆様、ありがとうございました。またすぐにお会いでき

ることを楽しみにしています。 
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2. ジャパンボウル招へい（白馬高校） 日付 2021/7/14 

タイトル 学校交流についての発信(Facebook) 

 

 
 

2021 年 7 月 14 日 

学校交流についての発信(Facebook) 
 
 

7 月 5 日、日本、米国、カナダの学生が白馬高校とカケハシ・ジャパンボウルのバーチャル 

交流を行いました。参加した 2020-2021 年のオンタリオ州とブリティッシュ・コロンビア州

のチャンピオンの皆さん、おめでとうございます。また、2021 年のチャンピオンの素晴ら

しいプレゼンテーションにも感謝します。 
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3. 日本語学習者招へい（神奈川大学） 日付 2021/9/18 

タイトル 学校交流についての発信(Twitter) 

 
 

 
 

2021 年 9 月 18 日 

学校交流についての発信(Twitter) 
 
 

互いを理解することは、紛争を解決する上で非常に大きな一歩だと思います。将来、世界か

ら紛争を無くすためには、まず共に話し合い、相互理解を得なければなりません。そうする

ことで、私たち全員が平和に暮らすことができます。 
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4. 大学生招へい（オタワ大学、トロント大学）（東北大学、 

神田外語大学） 

日付 2021/9/23 

タイトル 学校交流についての発信(Twitter) 

 

 
 

 

2021 年 9 月 23 日 

学校交流についての発信(Twitter) 
 
 

カケハシ・プロジェクトに参加し、楽しかったです。参加できたことがとても嬉しく、イベ

ントのすべてのプログラムに感謝いたします。カナダと日本がより良い未来をリードする

名誉ある地位になることを願っています。 
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5. 大学生招へい（アルバータ大学）（名城大学） 日付 2021/9/29 

タイトル 学校交流についての発信(Facebook) 

 

 

 

2021 年 9 月 29 日 

学校交流についての発信(Facebook) 
 
 

名城大学の学生さんたちと、カケハシオンライン交流会でとても楽しい時間を過ごしまし

た！ 音楽、アニメ、ゲーム、ファッションなどについて話しました。お互いの興味について

話したり、名城大学の学生による絵本が現代のメディアに与える影響についてのプレゼン

テーションを見たりと、とても楽しかったです！ 


